
2020 年 1 月～12 月に実施した理科プログラム 

 
新型コロナウイルス感染症の蔓延に伴い、校外に出るプログラムが実施できない中、大学や企業の方々からの

協力を得て、高校生が普段できない体験プログラムを実施しました。その一部を報告します。 
 

月 連携先 内容 
９月 東京大学生産技術研究所 ①大漁旗プロジェクト 

「地域復興～復興とは～」オンライン授業 
講師 東京大学生産技術研究所加藤孝明教授 

10月 北海道ぎょれん ②北海道の秋味（シロサケ）の解剖講座 
③魚食を呼びかけるポスター制作 
「魚食を増やすために私たちにできること」 

清水建設株式会社 ④礼拝堂改築工事見学ツアー＆木工体験 
11月 北海道ぎょれん ⑤ホタテの解剖講座 
12月 清水建設株式会社 ⑥講堂改築工事見学ツアー＆木工体験 

 
 
①大漁旗プロジェクト「地域復興～復興とは～」東京大学生産技術研究所加藤孝明教授 

「東京大学生産技術研究所：大漁旗プロジェクト特別講演」実施報告 

9 月 12 日土曜日、東京大学生産技術研究所「大漁旗プロジェクト特別編」として、東京大学生産技術研究所教授
加藤孝明先生にご協力頂き、地域復興について考える講演を ZOOM で実施しました。高校 1・2 年生の希望者
53 名が参加し、日本をはじめ海外の災害復興の事例や復興政策の問題点や事前復興、目的の複合化、共助といっ
た私たちに求められる考え方や姿勢を教えて頂きました。 

2021年 1 月には、女学院で独自の防災教育プログラムを実施予定です。 

 
 
 



 
②⑤秋鮭とホタテの解剖講座 
 10 月、11 月に高校 2 年生の生物の授業（選択科目）で、秋鮭とホタテの解剖講座を実施しました。サケは、
日高産の「銀聖」というブランド雌鮭、ホタテは噴火湾で獲れた活ホタテを使って、消化器や循環器のスケッチ
をしたり、すじごをほぐして醤油漬けを作ったり、活きたホタテの貝殻を開いたりする体験ができました。この
他にも漁法、血抜き、神経締めなどの方法を教えたり、サケやホタテに含まれる栄養素についても伝えたりと日
常に活かせる授業ができました。2021 年 1月には昆布講座を行い、昆布の生態について学びつつ、「出汁の科学」
の授業も行う予定です。 
 

 
③魚食を呼びかけるポスター制作 

 今年度は、生徒一人ひとりが解剖や食育の他に「女子中高生はもっと魚を食べよう」と呼びかけるポスター
を作りました。ポスター制作にあたり、数年前に実施したＣＭ制作講座や起業講座の資料を活用して、ポスター
のデザインやキャッチコピーの作り方の授業も行いました。そして、11 月中旬から下旬にかけて、生徒が作った
ポスターを高校校舎内に貼って「魚を食べよう」と呼びかけました。様々なデザインの作品がそろい、作成した
ポスターは、北海道ぎょれんに郵送し、高評価を得ることができました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
図 廊下に掲出したポスター 

 
図 シロサケからすじこを取る様子（左）、いくら丼（中央）、ホタテのスケッチ（右） 



 
④⑥ 礼拝堂・講堂改築工事見学ツアー＆木工体験 
 
 2020 年 10 月、12 月、本校の礼拝堂と講堂の改築をして頂いている清水建設株式会社、株式会社日建設計にご
協力頂き、高校 2・3 年生の理系の生徒に改築工事の見学ツアーを実施しました。改築の目的や工事の説明を受
け、実際にヘルメットを被って工事現場に入りました。生徒はびっしりと足場が組まれた礼拝堂や講堂を見て驚
いていました。現場では、金づちを使って小物入れを作ったり、鉋掛けをしたり、日本伝統の建築技術である組
木を体験させて頂きました。この他にも現場作業員が着用している安全帯をつけたり、熱中症防止用の作業着を
着たりする体験もできました。見学ツアーの記念として、礼拝堂の梁や講堂の天井に名前を入れました。見学ツ
アーを通して、母校に一層愛着がわいたと思います。 
 

  ご協力頂きました関係者の皆様に深く御礼申し上げます。 
 
 
                                     （文責 理科 清水亨祐） 
  

 

 
図 安全帯を着用する生徒（左上）、鉋掛け体験（中央上）、天井に記名体験（右上） 
  日建設計の方からの講演（左下）、足場を上がる生徒（右下） 


